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今
年
は
２
０
２
０
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
、

２
０
２
７
年
の
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
開
業
に
向
け
て
の

着
工
な
ど
未
来
に
向
け
た
始
動
の
年
と
な
る
で
し
ょ

う
。 

 

一
方
、
医
療
界
に
と
っ
て
は
激
変
が
予
測
さ
れ
ま

す
。
少
子
高
齢
化
の
波
は
生
産
年
齢
人
口
の
減
少
と

75
歳
以
上
の
人
口
増
で
あ
り
、
国
は
膨
ら
む
医
療
費

対
策
と
し
て
、
医
療
の
機
能
強
化
と
、
同
時
に
重
点

化
・
効
率
化
に
取
り
組
み
、
団
塊
世
代
が
全
て
75
歳

以
上
と
な
る
２
０
２
５
年
に
向
け
て
、
医
療
供
給
体
制

の
再
構
築
、
特
に
在
宅
医
療
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
の
構
築
を
打
ち
出
し
ま
し
た
。 

そ
の
第
一
歩
が
医
療
制
度
改
革
と
診
療
報
酬
改
定
で

す
。 現

に
、
我
々
の
医
療
圏
（
飯
田
・
下
伊
那
）
の
将
来

人
口
推
計
で
も
、
現
在
の
約
17
万
人
か
ら
２
０
４
０

年
に
は
、
12
万
７
０
０
０
人
ま
で
減
少
す
る
と
予
想

さ
れ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
中
で
も
、
生
産
年
齢
（
15

歳
～
64
歳
）
は
、
現
在
の
67
．
1
％
に
減
少
す
る
一

方
、
75
歳
以
上
は
１
０
６
．
９
％
と
増
加
が
予
想
さ

れ
ま
す
。
し
か
し
、
元
気
な
高
齢
者
も
増
え
て
い
る
こ

と
は
高
齢
化
が
必
ず
し
も
悲
観
材
料
ば
か
り
で
も
な
い

と
考
え
ま
す
。 

当
地
方
の
よ
う
な
広
く
人
口
も
ま
ば
ら
な
所
で
の
在

宅
医
療
展
開
は
効
率
的
と
は
い
か
な
い
部
分
が
多
く
あ

り
ま
す
が
、
こ
れ
は
当
地
方
の
特
徴
で
あ
り
、
そ
こ
に

立
脚
す
る
医
療
の
真
価
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。 

飯
田
病
院
は
、
「
仁
の
心
」
の
理
念
の
も
と
、
地
域

の
中
核
医
療
機
関
と
し
て
、
地
域
に
根
差
し
住
民
の
要

請
に
応
え
つ
つ
、
時
代
の
変
化
に
あ
っ
た
医
療
を
展
開

し
て
ま
い
り
ま
す
。
急
性
期
医
療
だ
け
で
な
く
、
疾

病
・
身
体
状
況
と
生
活
状
況
を
考
慮
し
、
質
の
高
い
医

療
体
制
の
構
築
と
チ
ー
ム
医
療
に
取
り
組
み
ま
す
。 

ま
た
、
住
み
慣
れ
た
街
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
、
そ

の
人
の
人
生
に
ふ
さ
わ
し
い
退
院
後
の
在
宅
医
療
・
生

活
支
援
の
強
化
を
図
り
、
地
域
の
介
護
・
他
職
種
と
の

連
携
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。 

本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ 理事長  千葉 恭 
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「竹を使ったお正月の花」（当院事務局長 作） 

～ 今年の干支「午」にちなみ、福を招く縁起物 

 大分県別府の豊年馬をモチーフとし、また五穀 

 豊穣を祝って花を飾った馬が練り歩く南木曽町 

 田立の花馬祭を模して創作 ～ 
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Ｉ
Ｃ
Ｌ
Ｓ
と
は
、
患
者
さ
ん
の
心
停

止
を
発
見
し
て
か
ら
10
分
間
に
必
要
と

さ
れ
る
観
察
と
評
価
、
処
置
や
治
療
を

意
味
し
ま
す
。
手
順
や
考
え
方
な
ど
は

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
基
に
標
準
化
さ
れ
、

県
内
各
地
で
積
極
的
に
講
習
会
が
開
か

れ
て
い
ま
す
。
患
者
さ
ん
の
急
変
時
に

は
、
誰
も
が
慌
て
パ
ニ
ッ
ク
に
な
り
ま

す
が
、
Ｉ
Ｃ
Ｌ
Ｓ
を
学
び
知
識
や
技
術

を
共
有
す
る
こ
と
は
、
医
療
従
事
者
と

し
て
患
者
さ
ん
の
万
が
一
の
事
態
に
即

時
に
対
応
す
る
た
め
に
重
要
で
す
。 

 

当
院
で
も
、
昨
年
7
月

28
日
に
第

1
回
、
12
月
15
日
に
第
2
回
目
の
Ｉ

Ｃ
Ｌ
Ｓ
コ
ー
ス
を
開
催
し
ま
し
た
。
受

講
さ
れ
た
方
は
全
部
で

34

名
、
看
護

師
、
薬
剤
師
、
放
射
線
技
師
、
救
急
救

命
士
な
ど
職
種
は
様
々
で
、
院
外
の
方

も
多
く
受
講
さ
れ
ま
し
た
。
指
導
を
行

う
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
は
、
県
内
外
か

ら
多
数
お
招
き
し
ま
し
た
。
Ｉ
Ｃ
Ｌ
Ｓ

コ
ー
ス
の
開
催
・
運
営
を
中
心
に
行
っ

た
の
は
、
当
院
の
「
救
命
レ
ベ
ル
向
上

対
策
委
員
会
」
の
メ
ン
バ
ー
で
し
た
。

こ
の
メ
ン
バ
ー
は
、
院
内
の
救
命
レ
ベ

ル
向
上
の
た
め
に
Ｉ
Ｃ
Ｌ
Ｓ
に
関
す
る

活
動
を
継
続
し
て
い
て
、
県
内
の
Ｉ
Ｃ

Ｌ
Ｓ
コ
ー
ス
に
積
極
的
に
参
加
し
、
自

分
達
の
学
ん
だ
こ
と
を
病
院
の
中
に
広

め
よ
う
と
努
力
し
て
き
ま
し
た
。
飯
田

病
院
で
Ｉ
Ｃ
Ｌ
Ｓ
コ
ー
ス
を
開
催
す
る

こ
と
は
、
そ
ん
な
私
達
の
夢
で
し
た
。

第
1
回
の
開
催
が
決
定
し
た
の
は
昨
年

5
月
で
し
た
が
、
開
催
ま
で
の
2
か
月

間
、
準
備
の
大
変
さ
は
並
大
抵
で
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
で
も
、
そ
の

大
変
さ
を
楽
し
み
、
皆
で
準
備
を
進

め
、
周
り
の
た
く
さ
ん
の
方
の
ご
理

解
・
ご
協
力
、
励
ま
し
の
お
言
葉
を
い

た
だ
き
な
が
ら
第
1
回
、
続
い
て
第
2

回
と
無
事
開
催
で
き
ま
し
た
。 

コ
ー
ス
の
名
前
の
「
マ
ロ
ン
」
は
、

「
栗
山
会
」
の
「
栗
」
か
ら
付
け
、
堅

苦
し
い
講
習
会
の
イ
メ
ー
ジ
を
払
拭

し
、
参
加
さ
れ
る
受
講
生
・
イ
ン
ス
ト

ラ
ク
タ
ー
に
と
っ
て
親
し
み
や
す
い

コ
ー
ス
に
し
た
い
、
と
い
う
私
達
の
願

い
と
、
当
院
で
開
催
で
き
る
喜
び
や
情

熱
を
込
め
ま
し
た
。
マ
ロ
ン
飯
田
コ
ー

ス
に
参
加
さ
れ
た
方
が
、
ご
自
分
の
役

割
・
立
場
で
学
び
を
活
か
し
、
患
者
さ

ん
や
地
域
の
医
療
に
役
立
て
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
、
今
後
も
マ
ロ
ン
飯
田

コ
ー
ス
を
続
け
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。 
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感染管理認定看護師 

永松 さゆり 

イ ンフルエンザ 
インフルエンザは、毎年12月から3月頃にかけて流行し、約14万人、10人に1人の割合で感染すると想

定されます。 

 ウイルスは一度感染すると、体内にそのウイルスと戦うための免疫ができますが、インフルエンザ

ウイルスは多くの形があり、毎年少しずつ形が変わり（変異）流行するため「去年罹ったのにま

た…」と言う事があります。 

手指衛生やうがい、咳が出る時のマスク！！ 

感染対策をしっかりおこないましょう 

感 染症 対 策 
集 特 Ⅰ 

インフルエンザの治療には「抗インフルエ

ンザ薬」を使用します。これはウイルスの

増殖を抑える効果があります。発熱などの

症状が出てから48時間以内に使用すること

で症状が早く改善されることから早目の治

療が重要です。また無理をせず、ゆっくり

睡眠などの休養をとり、水分と栄養の補給

も大切です。 

 インフルエンザは罹らないのが一番です。咳や

くしゃみによって唾液と共にウイルスが飛び散っ

たり、それに触れた手を介して口や鼻腔から侵入

して感染します。日常的な手指衛生やうがい、咳

エチケットは大変重要です。流行時期は外出後や

食事の前など忘れずに行ってください。 

また予防の1つに予防接種があります。インフル

エンザワクチンの抗体は1シーズンしか持続しな

いことや毎年形が変わる事から毎シーズンの接種

が必要です。 

 アレルギーのある方や他のワクチンを接種され

た方は期間を開けなければなりません、医師にご

相談ください。 

インフルエンザの治療 

インフルエンザは予防も重要！ 
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 ノロウイルス感染は、年間通して感染は見られますが、特に冬期11月から3月頃にかけて流行しま

す。ノロウイルスも多数の型がありその年により流行する型が変わってしまう可能性や一度罹っても

免疫が持続しない事から、何度も罹患してしまう危険があります。 

詳しい感染対策などをまとめたリーフレットを内科外来、総合受付に設置しております。ぜひご活用ください。 

 インフルエンザの感染による気道の炎症や免疫力の低下により、細菌性肺炎を併発して重症化

してしまう危険があります。肺炎の予防の1つに「肺炎球菌ワクチン」があります。成人用肺炎

球菌ワクチンの接種は65歳以上の方、慢性疾患を持っている方等に勧められています。やや高額

ですが、5年以上の効果が期待できることや市町村からの助成金もあります。ぜひ医師にご相談

ください。 

（助成金は市町村により異なりますのでご確認ください） 

ノ ロウイルス 

手指に付いたウイルスが口から入り感染します 

手洗いをしっかりする事が重要です 

ノロウイルス感染の症状 
 感染してから約１～2日後に発症し、突然の

激しい嘔吐や下痢、発熱などを起こします。 

多くは2～3日で症状は軽減消失しますが、免疫

力の低下している場合などは長引く事もありま

す。また乳幼児や高齢者は嘔吐物などによる窒

息や下痢による脱水に注意が必要です。 

ノロウイルス感染経路 
 ノロウイルスは口から体内に入り感染しま

す。ノロウイルスに汚染された食品を食べた

場合や、感染者の吐物や便などの処理後の手

指衛生が十分でなく、手に付着したウイルス

が口から入ってしまう場合などがあります。 

ノロウイルス感染の治療 

 ノロウイルスに対する特別な治療方法は

ありませんが、脱水の場合は点滴治療など

を行い、できるだけ休養を取り水分や消化

の良い食事を取るようにしましょう。 

ノロウイルスも感染対策が重要 

 ノロウイルスは感染力が大変強いため感染

対策が重要です。最も重要なのは手指衛生で

す。特に食事の前や調理の前、帰宅時、トイ

レの後などは石鹸と流水での手指衛生が効果

的です。石鹸と流水でウイルスをしっかり洗

い流してください。 

また嘔吐物や便の中にはたくさんのウイルス

が含まれています。片付け処理する時は、使

い捨て手袋・マスク・エプロンを着用して感

染から自分自身を守ってください。 
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A : まずは花粉を避けましょう 

花粉の飛散予報を見て、どうしても外出しなくてはならないときには眼鏡、マスク、花粉の付きにくいコー

トなどがよいでしょう。 

 

B : 次に薬をつかいましょう。 

病院しかもらえなかったお薬が、どんどん薬局で買えるようになってきています。症状の軽い方は薬局で薬

剤師とよく相談して自分で症状をコントロールすることができるようになりました。 

 

C : 困ったり相談したいときは病院へ。 

飯田病院では日帰り手術治療もしています。 

薬の治療は飲んでいる時しか効果ありません。コブレーション手術という鼻粘膜を焼灼手術が開発され、１

分ほどの施術で鼻つまりに対する効果があります。これまでのレーザー焼灼は何度も施術する必要もあるこ

とに比べると素晴らしい進歩です。花粉症の対策と言う点では花粉飛散時期の前に行うとよいでしょう。手

術の前後では粘膜の腫れが引いて鼻がスッキリ通るようになります。 

飯田病院では 

免疫治療を推進しています 
 

花粉症は自分の免疫機能が花粉に

対して過剰に反応する（アレル

ギー反応）ので起こります。これ

を根本から治してしまおう、とい

う治療が特異的免疫治療です。飯

田病院では日本の免疫療法診療ガ

イドライン作成者の施設としてこ

の治療を推進しています。春から

始まります！ 

粘膜の腫れが取れて鼻通りもスッキリです。 

私
は
平
成
20
年
春
頃
よ
り
鼻
づ
ま

り
が
ひ
ど
く
な
り
、
病
院
の
薬
を
飲
ん

で
い
て
も
な
か
な
か
よ
く
な
ら
ず
、
鼻

が
ど
こ
か
す
っ
き
り
せ
ず
に
過
ご
し
て

い
ま
し
た
。
そ
ん
な
と
き
、
飯
田
病
院

耳
鼻
咽
喉
科
の
診
察
を
受
け
ま
し
た
。 

病
名
は
慢
性
副
鼻
腔
炎
と
肥
厚
性
鼻

炎
と
い
う
診
断
で
し
た
。
薬
と
吸
入
治

療
で
、
毎
月
1
回
1
年
程
通
院
治
療

を
受
け
て
い
ま
し
た
。
そ
の
治
療
効
果

も
あ
り
、
学
校
の
授
業
も
集
中
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
し
か
し
通
院
の
わ

ず
ら
わ
し
さ
と
治
療
費
も
高
額
と
い
う

こ
と
と
、
一
生
薬
を
飲
ま
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
は
、
心
の
負
担
で
し
た
。 

先
生
か
ら
外
科
的
な
治
療
法
が
あ
る
こ

と
を
教
え
て
い
た
だ
き
、
平
成

25
年

3
月
の
春
休
み
に
コ
ブ
レ
ー
シ
ョ
ン
手

術
を
受
け
ま
し
た
。
こ
の
治
療
は
3
年

間
ぐ
ら
い
の
治
療
効
果
と
聞
い
て
い
ま

し
た
が
、
学
校
の
勉
強
の
都
合
も
あ
り

今
回
は
こ
の
治
療
方
法
を
選
択
し
ま
し

た
。 

 

今
は
鼻
通
り
も
よ
く
な
り
、
薬
の
服

用
と
通
院
も
な
く
な
り
、
高
校
生
活
を

快
適
に
す
ご
し
て
い
ま
す
。
こ
の
手
術

を
身
近
で
受
け
る
こ
と
が
で
き
て
よ

か
っ
た
と
思
い
ま
す
。 

どうしたらいいの？ 

右鼻（手術前） 

右鼻（手術後） 

左鼻（手術前） 

左鼻（手術後） 

【コブレーション手術の前後】 

コ
ブ
レ
ー
シ
ョ
ン
手
術
を 

受
け
ら
れ
た
患
者
さ
ん
よ
り 

お
手
紙
を
い
た
だ
き
ま
し
た 
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粉症 
どうしてる？ 

 

ス
ギ
花
粉
症
っ
て
な
ん
で
し
ょ
う
。
ス
ギ
樹
林
は
世
界
中
に
分
布
し

て
い
ま
す
。
世
界
中
の
皆
さ
ん
が
困
っ
て
い
る
ん
で
し
ょ
う
か
。
い
い

え
。
ス
ギ
花
粉
症
は
日
本
に
し
か
な
い
特
殊
な
病
気
で
す
！ 

 

ス
ギ
花
粉
症
の
特
殊
性
と
し
て
は
花
粉
症
の
原
因
と
な
る
ス
ギ
の
多

く
が
人
工
林
で
あ
る
こ
と
で
す
。
日
本
の
森
林
面
積
の
40
％
は
人
工
林

で
そ
の
7
割
が
ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
。
こ
の
よ
う
な
人
工
林
は
北
海
道
と
沖

縄
を
除
き
日
本
中
に
あ
り
ま
す
。
戦
後
に
拡
大
造
林
政
策
を
行
い
ま
し

た
が
、
国
内
ス
ギ
の
需
要
が
低
迷
し
樹
齢
の
大
き
な
ス
ギ
林
が
増
え
ま

し
た
。
現
在
で
は
ス
ギ
林
面
積
自
体
は
増
え
て
い
ま
せ
ん
が
、
花
粉
飛

散
の
あ
る
樹
齢
30
年
以
上
の
森
林
面
積
は
現
在
で
も
増
え
て
お
り
、
今

後
も
花
粉
量
の
増
大
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。 

 

日
本
の
ス
ギ
花
粉
症
の
特
殊
性
と
し
て
は
、
以
下
の
点
が
挙
げ
ら
れ

ま
す
。 

・
春
季
に
大
量
の
花
粉
が
ま
と
ま
っ
て
飛
ぶ 

・
花
粉
の
飛
距
離
が
数
十
キ
ロ-

数
百
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
及
ぶ 

・
日
本
人
の
25
％
が
花
粉
症
に
な
っ
て
い
る 

・
花
粉
発
生
地
か
ら
遠
く
離
れ
た
都
市
部
の
国
民
ま
で
、
同
時
に
沢
山 

 

 

の
患
者
が
発
生
す
る 

と
ま
あ
、
海
外
に
類
を
み
な
い
特
殊
な
ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
に
な
っ
て
い

ま
す
。
そ
こ
で
、
海
外
で
普
通
に
行
わ
れ
て
い
る
ア
レ
ル
ギ
ー
性
鼻
炎

の
治
療
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
と
は
少
々
こ
と
な
る
日
本
独
自
の
対
処
法
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

ま
た
、
厄
介
で
す
が
、
致
命
的
に
な
る
こ
と
が
な
い
た
め
「
毎
年
春

に
な
る
と
や
っ
て
く
る
自
然
災
害
」
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
方
が
年
々

増
え
て
き
て
お
り
、
「
ど
う
や
っ
て
、
手
間
を
か
け
ず
、
楽
に
し
の
ぐ

か
」
と
言
う
こ
と
が
課
題
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。 

集 特 Ⅱ 

花 

耳鼻咽喉科部長 

ギ
花
粉
症
っ
て
な
に
？ 

ス 

堀口 茂俊 

日本耳鼻咽喉科学会専門医、日本アレルギー学

会専門医・指導医・代議員、日本鼻科学会・幹事・

代議員、日本耳科学会、日本耳鼻咽喉科免疫アレ

ルギー学会、日本免疫学会、日本頭頸部癌学会、

補聴器適合判定医・補聴器相談医、急性鼻副鼻

腔炎診療ガイドライン作成委員、免疫療法（減感作

療法）ガイドライン作成委員 

当院ホームページでは 

花粉の飛散予測地図を公開しています 

こちらも是非ご活用ください 

http://www.iida.or.jp/kafun.html 
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た
こ
つ
ぼ
心
筋
症
と
は
い
か
に
も
不
思

議
で
日
本
的
な
呼
び
方
で
す
が
、
れ
っ
き

と
し
た
医
学
病
名
でtakotsubo cardi-

o
my
o
pa
t
hy
(

心
筋
症)

と
表
記
さ
れ
ま

す
。
心
臓
の
心
室
の
先
端
か
ら
半
分
ま
で

が
動
か
な
く
な
り
、
心
室
の
動
く
こ
と
の

で
き
る
残
さ
れ
た
部
分
が
収
縮
し
た
時
の

形
が
瀬
戸
内
海
の
タ
コ
漁
で
使
わ
れ
る
た

こ
つ
ぼ
に
似
て
い
た
た
め
、
１
９
９
０
年

に
日
本
の
広
島
の
医
師
が
世
界
で
初
め
て

こ
の
病
名
で
報
告
し
ま
し
た
。
２
０
０
２

年
ま
で
は
欧
米
で
は
報
告
が
ほ
と
ん
ど
な

く
、
日
本
特
有
の
地
方
病
と
も
思
わ
れ
て

い
ま
し
た
が
、
こ
こ
数
年
で
よ
う
や
く
世

界
の
心
臓
病
の
教
科
書
に
も
普
通
に
記
載

さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

 
 

 

こ

の

病

気

は

別

名

傷

心(broken 

h
e
a
r
t
)

症
候
群
、
ス
ト
レ
ス
症
候
群
と
い

わ
れ
、
精
神
的
ス
ト
レ
ス
や
肉
体
的
ス
ト

レ
ス
が
誘
因
と
な
り
発
症
し
ま
す
。
女
性

に
多
く(

8
人
中
7
人
は
女
性)

、
し
か

も
ほ
と
ん
ど
が
60
歳
以
上
の
閉
経
後
の

高
齢
者
で
す
。
肉
親
が
急
に
亡
く
な
る
、

激
し
い
喧
嘩
を
し
た
な
ど
強
い
ス
ト
レ
ス

を
受
け
た
後
に
起
こ
り
、
心
筋
梗
塞
の
よ

う
に
胸
が
急
に
苦
し
く
な
り
ま
す
。
心
臓

が
半
分
動
か
な
く
な
り
、
心
電
図
の
変
化

も
心
臓
を
栄
養
し
て
い
る
冠
動
脈
が
詰
ま

る
急
性
心
筋
梗
塞
に
似
て
い
る
た
め
緊
急

心
臓
カ
テ
ー
テ
ル
検
査
を
行
い
、
冠
動
脈

が
正
常
に
流
れ
て
い
る
こ
と
を
証
明
し
な

い
と
診
断
が
で
き
ま
せ
ん
。
心
臓
が
動
か

な
い
部
分
が
大
き
い
割
に
、
1
週
間
程

度
で
動
き
が
戻
っ
て
き
て
、
1
か
月
も

す
れ
ば
ほ
と
ん
ど
普
通
の
収
縮
力
に
回
復

す
る
た
め
比
較
的
良
性
の
病
気
と
考
え
ら

れ
て
い
ま
し
た
。
最
近
の
デ
ー
タ
で
は
重

症
化
率
4
％
（
死
亡
率
2
％
）
と
あ
ま

り
甘
く
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
病
態
も
あ

る
と
再
認
識
さ
れ
て
い
ま
す
。
飯
田
病
院

で
も
こ
の
1
年
半
（
２
０
１
２
年
8
月

～
２
０
１
３
年
11
月
）
で
4
人
の
方
が

こ
の
病
気
で
入
院
さ
れ
、
1
人
の
方
は

心
室
頻
拍
と
い
う
重
症
不
整
脈
で
心
臓
が

止
ま
り
か
け
ま
し
た
。 

 
 

 

２
０
０
４
年
中
越
沖
地
震
で
25
名
が

こ
の
病
気
を
発
症
し
、
新
聞
で
も
報
道
さ

れ
、
一
般
に
も
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
が
、
病
気
の
原
因
が
現
在
で
も
は
っ

き
り
解
明
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
ス
ト
レ
ス

で
増
加
す
る
カ
テ
コ
ー
ル
ア
ミ
ン
と
い
う

昇
圧
ホ
ル
モ
ン
（
ノ
ル
ア
ド
レ
ナ
リ
ン
な

ど
）
の
中
毒
が
原
因
と
も
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。
動
物
の
試
験
で
は
女
性
ホ
ル
モ
ン

の
エ
ス
ト
ロ
ゲ
ン
が
同
病
発
症
を
抑
え
る

こ
と
が
証
明
さ
れ
、
臨
床
上
高
齢
女
性
に

同
病
発
症
が
多
い
こ
と
も
合
わ
せ
る
と
、

過
大
な
ス
ト
レ
ス
が
か
か
る
出
産
時
に
エ

ス
ト
ロ
ゲ
ン
は
母
体
の
心
臓
を
過
剰
の
カ

テ
コ
ー
ル
ア
ミ
ン
か
ら
守
っ
て
い
る
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
（
出
産
時
エ
ス
ト
ロ
ゲ
ン

は
多
量
に
分
泌
さ
れ
ま
す
）
。 

 

蛸壺（たこつぼ）   左室造影検査(たこつぼに似ている、  

矢印部分は動くが他が動いていない）  

たこつぼ心筋症 

  からのアプローチ 

日本循環器学会 循環器専門医 

日本心血管インターベンション治療学会専門医 

日本核医学学会 専門医、PET核医学認定医 他 

循環器内科部長 

唐澤 光治 
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ロビーコンサートのお知らせ 

いずれも、○開場 午後6時 ○開演 午後6時30分 ○入場無料 

ご家族、ご友人お誘い合わせてお気軽にご来場ください。出演者等の都合により日時が変更になる場合があり

ます。詳しくは飯田病院までお問い合わせください。 

第133回 2月15日（土） 塩澤 有輔（ピアノ&ヴォーカル） 

昨年のいがぐり祭にもご出演された飯田市

出身のシンガーソングライター塩澤有輔さ

んの登場です。 

甘い歌声と軽やかなピアノの演奏に酔いし

れましょう。 

第134回 3月22日（土） 

谷口 英治（クラリネット） 

有田 純弘（ギター） 

楠井 五月（ベース） 

「三人でベイシー」 

ビッグバンドのカウント・ベイシー楽団のダイ

ナミズムに迫ろうをコンセプトに組まれたユ

ニットです。どうぞお楽しみに！ 

いがぐり祭 を行いました 

昨年10月20日（日）第13回 飯田病院 「いがぐり祭」を行いました。

ドクター講演を始め、血糖などの検査や手術室・レントゲン室の見

学など、病院ならではの様々な企画に今回も多くの方にお越しいた

だきました。 

（救命救急処置体験の様子） 

お正月を味わっていただきました 

年末年始をご自宅で過ごすことのできない入院患者さんにもお正月

を感じていただけるよう、元日は正月メニューを提供しました。 
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 透析室は医師2名、看護師12名、臨床工学技士4名、看護補助者2名、医療事務1名が一丸となり働いています。 

 透析室には35台の透析の機械があり80名前後の方が血液透析を行っています。透析は月・水・金曜日（午前・午

後）または火・木・土曜日の午前の週3回行います。1回の透析時間は約4時間前後となります。この透析治療を安全

にまた苦痛が軽減できるようにスタッフは心がけています。 

 今年度は「かゆみについて」、「足のケアについて」、［カテーテルの管理について」、「災害について」をテーマとし

て取り組んでいます。かゆみについては患者さん全員にアンケートをとり、かゆみの程度の強い方を対象に軟膏の処

置及び保湿剤の使用方法について指導をして変化を見ています。災害については一人一人の救護方法を見直し、

患者さんへお渡しするパンフレットを作成し、透析時には災害セットを持参しているかの確認をすることにしました。 

 透析は災害時も必要です。被害を少なくできるように今後も活動していきます。 

 また、休憩室には季節を感じることができるようにディスプレイをしています。 

 透析をされる方は年々増加しています。透析となると時間的制約等日々の生活に少なからず支障ができてしまいま

す。現在糖尿病を指摘されている方、腎機能が低下されている方は食事・生活の仕方を考えていただき透析治療と

ならない身体づくりをして頂ければと思います。透析治療となられた方には少しでもよりよい生活が送れるように援助

させて頂きます。 
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おすすめ
 

レシピ 

栄養科 
肉団子のスープ煮 

寒い日が続いていますが、みなさん体調は崩していませんか？ 

温かい食べ物がおいしい季節になりました。 

冬におすすめの当院でも人気の温かメニューを紹介します。 

調理師より一言！！ 

「時間がない時は、『揚げる→茹でる』 ことでも代用できます。 

簡単に作れるのに見た目は豪華！白菜がおいしい季節の今、ぜひお試

しください！」 

【作り方】 

① 白菜を3cm幅、にんじんを短冊切り、しいたけを5mm幅、長ねぎを小口切り、春雨を戻して3cm程

度に切っておきます。   

② 豚ひき肉に塩･こしょうを加え、粘りが出るまでよく混ぜます。肉団子の残りの材料を加えて練り、

12等分してまるめ、油で揚げます。 

    Point 

  ・肉団子を揚げる時、160度程度の低温でじっくりと揚げます！ 

   （高温だと、周りだけこげてしまい中心まで火が通りません） 

③ 鍋に野菜、春雨、①の肉団子、Aを入れ、材料が8割かぶる程度の水を加えて煮ます。 

    Point 

  ・野菜、春雨、肉団子は同時に鍋へ！ 

   （野菜に火が通ってから肉団子を加えると、野菜が煮くずれてしまいます） 

  ・白菜から水分が出るので、水を入れすぎない！ 

④ 野菜に火が通ったら器に盛りつけて完成！ 

エネルギー･･･181kcal  たんぱく質･･･17.3g  脂質･･･7.3g  食塩･･･1.6g （1人分あたり） 

材料（4人分）  

  豚ひき肉 

  塩 

  こしょう 

  生姜 

  長ねぎ 

  ごま油 

  片栗粉 

  揚げ油 

白菜 

にんじん 

しいたけ 

長ねぎ 

春雨 (乾燥) 

  中華スープの素 

  しょうゆ 

300g 

一つまみ 

少々 

15g（生姜汁） 

40g（みじん切り） 

2ml 

0.4g 

揚げ油 

300g （4枚） 

60g （2/3本） 

40g （2枚） 

60g （1/2本） 

25g 

6g 

24ml （小さじ4） 

肉
団
子 

Ａ 

調理師 片桐 
11 
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飯田病院 外来診療予定表 

診 療 科 月 火 水 木 金 土   

内 科 

原    重 樹 

 

糖尿病外来 

千 葉 隆 一 

佐々木成人 

原    重 樹 

 

渡 部 秀 雄 

唐 澤 光 治 

原    栄 志 

千 葉    恭 

渡 部 秀 雄 

羽 生 修 治 

千 葉 隆 一 

佐々木成人 

糖尿病外来 

 

山 路 研 二 

千 葉 隆 一 

原    栄 志 

原    重 樹 

石 坂 香 世 

渡 部 秀 雄 

唐 澤 光 治 

佐々木成人 

（交替制） 

午後休診 

 

② 

③ 

④ 

⑤ 

⑥ 

神 経 内 科 
木 下 朋 実 

（信大） 
羽 生 修 治 

関 島 良 樹 

（信大） 

日根野晃代 

（信大） 
羽 生 修 治 （交替制） 

午後休診 
 

外 科 
 田 中 穂 積 

森 田 誠 市 

 田 中 穂 積 

森 田 誠 市 

田 中 穂 積 

森 田 誠 市 

 午後休診 

月・水・土曜休診 

① 

② 

整 形 外 科 

鈴木健太郎 

矢 嶋 秀 明 

小 林 貴 幸 

 鈴木健太郎 

矢 嶋 秀 明 

小 林 貴 幸 

 鈴木健太郎 

矢 嶋 秀 明 

小 林 貴 幸 

青 木 哲 宏 

（信大）※ 

午後休診 

火・木曜休診 

※土曜不定期診療 

① 

② 

③ 

眼 科 
浅 井 裕 子 

中 澤 哲 治 

浅 井 裕 子 浅 井 裕 子 

中 澤 哲 治 

浅 井 裕 子 

中 澤 哲 治 

 

中 澤 哲 治 
（交替制） 

 ① 

② 

泌 尿 器 科 梅 田 俊 一 
深 澤 瑞 也 

（山梨大） 
梅 田 俊 一  

神家満  学 

（山梨大） 
 

午後休診 

木・土曜休診 
 

精神神経科 

松 澤 冨 男 

松 本 武 典 

松田あずさ 

小宮山德太郎 

木 下     守 

 

南風原  泰 

柿 田 充 弘 

松田あずさ 

神 庭 靖 子 

杉 浦    琢 

松 本 武 典 

 

小宮山德太郎 

南風原  泰 

松 澤 冨 男 

柿 田 充 弘 

柿 田 充 弘 

【 隔 週 】 

  

耳鼻咽喉科 堀 口 茂 俊 堀 口 茂 俊  堀 口 茂 俊  堀 口 茂 俊 土曜日予約制 
 

上部内視鏡 
原    栄 志 

石 坂 香 世 

 （交替制） （交替制） 原    栄 志 市 瀬    博   

下部内視鏡 
原    栄 志  （交替制） 伊 東 一 博 原    栄 志 

伊 東 一 博 

   

阿智診療所 
 

羽 生 修 治 （交替制） 原    重 樹 石 坂 香 世 千 葉 隆 一  
午後休診 

土曜日休診 

※ 内科、神経内科、外科、整形外科、眼科、泌尿器科、耳鼻咽喉科は午前11:00までの受付となります。 

※ 土曜日午後は全科休診となります。 

〒395-8505 長野県飯田市大通1丁目15番地 

TEL 0265-22-5150  FAX 0265-22-3988 

URL http://www.iida.or.jp/ 

医療連携課 

TEL 0265-56-0031  FAX 0265-56-0032 

◎JR飯田線  飯田駅より徒歩5分（約300m） 

◎中央自動車道  飯田I.Cより車で10分（約5km） 

◎飯田市市民バス  飯田病院前バス停下車 

◎信南交通  飯田病院前バス停下車 

◎信南交通  飯田病院角バス停下車 

平成26年1月現在 

広報誌 平成26年冬号（第40号） 

■発行 社会医療法人栗山会 

■編集 広報委員会 
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● 

至 東京 至 名古屋 

飯田動物園 
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